
The10th Tokyo Breast Consortium 
アンケート集計 

参加者数68名 
 

アンケート回収51枚（医師 41・看護師 1・その他7・不明 2） 







Session1（講演） 
「大都市都心部における地域医療連携にむけて」 



■Public Health Leadershipが大変刺激を受けた 
   
■連携をsystematicに考えるきっかけになった 
 
■quality improvementという現在不足している部分について学べた  
 
■ロジックモデルの作成について参考になった 
 
■当院も「評価」にもう少し力を入れ改善に結びつければと感じた 
 
■スライドがビジーで分かりにくいところがあり残念 
 
■できればhand outが欲しかったです。とても良い話だったのに筆記が間に合いませんでした。 
 

Session1（講演）  ご意見・ご感想  
「大都市都心部における地域医療連携にむけて」 



Session2（講演） 
「乳がん専門病院の経営戦略を考える」 



■「物語とする戦略」が参考になった   
 
■ナラティブ ベイスド メディスンを中心に考えた時、 
病院の成長はあるが、本当に黒字でいけるのか不安 
 
■いつか開業することになった時に参考になる・・・かもしれない 
 
■患者さん目線の医療を深く考え直します 
 
■ 「日常から戦略を見出す」が参考になった 

Session2（講演） ご意見・ご感想  
「乳がん専門病院の経営戦略を考える」 



Session2（Discussion） 
「Win-Win-Winの医療連携を探そう！」 



■東京都の現状が理解でき参考になりました   
 
■吉本先生の話にですが、機材の購入に関しては、航空業界のようにクリニックが集まり 
アライアンスを組むなどではどうでしょうか？ 
 
■清水先生と堀先生の司会とパネリストからの発言誘導がとても面白く、また関心できる 
話を聞けました。吉本先生のお話が一番同感しました。 
 
■連携手帳の使い方の難しさがあります 

Session2（ Discussion ） ご意見・ご感想  
「Win-Win-Winの医療連携を探そう！」 









本会への要望 ・ 次回希望テーマ ・ ご感想 

■参加型の会が良い 
 
■連携の「ゴール・目標の理想像」を明確にしてディスカッションする 
 
■患者教育（連携医療の推進するための）をテーマに実施 
 
■目指すところが不明。結果がでていない。結論のでる会にしてほしい  
 
■乳腺クリニックには製薬会社から、勉強会、研究会の案内が来ないのが通
常です。TBCのメーリングリストなどでそういう情報を流していただけると、
勉強の機会を確保できます。ご一考ください 
 
■黒井先生を座長で大喜利を！！！ 
 
■こういう会があるのは初めてしりました。また機会がありました 
らぜひとも参加させて下さい 
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